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前
書

　

令
和
六
年
六
月
、
植
木
雅
俊
氏
の
『
日
蓮
の
思
想
：
『
御
義
口
伝
』
を
読
む
』
が
、
筑
摩
選
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は

タ
イ
ト
ル
に
も
冠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
御
義
口
伝
』
の
読
解
を
中
心
と
し
た
啓
蒙
書
で
あ
る
。

　

晩
年
の
日
蓮
聖
人
の
講
義
を
六
老
僧
の
一
人
で
あ
る
日
興
上
人
が
筆
録
し
た
と
い
う
、
富
士
門
流
に
伝
わ
る
『
御
義
口
伝
』
は
晦
渋
な

内
容
を
持
ち
、
そ
し
て
真
偽
の
議
論
が
喧
し
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
文
献
で
あ
る
。
か
よ
う
に
取
扱
の
難
し
さ
に
定
評
の
あ
る
『
御
義
口

伝
』
が
一
般
書
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
な
り
多
く
の
読
者
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
（
刊
行
間
も
な

く
、A

m
azon

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
ラ
ン
キ
ン
グ
に
登
場
し
、
数
ヶ
月
後
に
は
早
く
も
二
刷
が
出
た
）
と
い
う
事
実
は
、
筆
者
に
少
な
か

ら
ぬ
衝
撃
を
与
え
た
。

　

無
論
、
こ
れ
は
筆
者
が
身
延
の
系
統
に
属
す
る
宗
門
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
余
計
に
衝
撃
的
に
感
じ
た
と
い
う
面
も
否
め
な
い
わ
け
で
、

そ
こ
で
冷
静
に
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
み
る
う
ち
、「
そ
う
い
え
ば
、
う
ち
（
身
延
の
学
統
）
に
は
『
御
講
聞
書
』
が
あ
っ
た
」
と
い
う

事
実
に
思
い
至
っ
た
。

　
『
御
講
聞
書
』
は
日
蓮
聖
人
が
晩
年
（
弘
安
元
年
三
月
十
九
日
〜
弘
安
三
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
）
に
行
な
っ
た
『
法
華
経
』
に
ま
つ

わ
る
講
義
を
、
六
老
僧
の
一
人
・
日
向
上
人
が
筆
録
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
文
献
で
、『
日
向
記
』
と
も
通
称
さ
れ
る
。
か
つ
て
『
御
講
聞

『
御
講
聞
書
』
覚
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：
「
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書
』
は
『
御
義
口
伝
』
と
揃
え
て
宗
内
外
の
先
師
た
ち
に
よ
っ
て
重
用
さ
れ
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
る
な
ど
日
蓮
思
想
を
代
表

す
る
文
献
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
学
界
で
は
、
偽
書
と
の
見
方
が
通
説
と
な
っ
て
い
る１
。「
本
書
の
板
本
の
奥
書

「
御
本
云
明
応
九
年
庚
申
四
月
十
三
日
」
と
あ
る
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
の
頃
の
成
立
か
と
推
測
す
る
」
と
い
う
浅
井
［
一
九
七

五
］
は
、
本
書
の
疑
義
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

◦�

「
遺
文
に
引
用
さ
れ
る
法
華
経
文
と
『
日
向
記
』
が
要
文
と
し
て
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
法
華
経
文
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
間
に
は

大
変
な
ズ
レ
が
あ
る
…
…
『
日
向
記
』
九
十
ケ
条
中
の
最
後
の
三
十
一
ケ
条
は
法
華
要
文
に
関
す
る
御
講
で
は
な
い
か
ら
除
外
す
る

と
し
て
、
残
り
五
十
九
ケ
条
中
の
二
十
一
ケ
条
、
つ
ま
り
約
半
数
弱
が
現
存
遺
文
に
な
い
経
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
聖
人
の
御

講
と
し
て
は
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
」（
二
一
頁２
）

　

◦�

「
同
じ
く
向
師
の
著
作
に
『
金
綱
集
』
十
巻
が
あ
る３
が
、
こ
れ
と
『
日
向
記
』
と
の
関
係
は
ど
う
か
…
…
第
十
巻
上
下
で
正
し
く

「
法
華
経
之
事
」
を
説
く
か
ら
、
こ
の
部
分
と
本
書
と
を
比
較
す
る
と
…
…
両
書
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
関
連
性
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
」（
二
三
頁
）

　

◦�

「
既
に
執
行
先
生
も
「
中
古
口
伝
法
門
の
亜
流
を
伝
え
た
も
の
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
確
か
に
本
覚
思
想
・
観
心
主
錐
が
や
や
濃
厚

で
あ
る
」（
二
三
頁
）

　

特
に
本
覚
思
想
の
濃
厚
な
る
点
が
気
に
か
か
る
。
浅
井
［
一
九
七
五
］
は
本
書
の
「
所
詮
法
華
経
ノ
意
ハ
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅

槃
・
生
仏
不
二
・
迷
悟
一
体
ナ
リ
」（
定
遺
二
五
四
八
頁
）
等
の
文
を
挙
げ
「
こ
れ
は
煩
悩
即
菩
提
の
円
理
の
聞
恵
解
了
の
勧
め
で
あ
っ

て
、
天
台
の
思
修
の
止
観
の
勧
め
と
は
異
な
り
、
中
古
天
台
ば
り
の
煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
」（
二
六
頁
）
と
決
し
て
お
ら
れ
る
。
中
古
天

台
的
な
本
覚
思
想
が
日
蓮
遺
文
中
で
真
蹟
の
な
い
も
の
・
疑
義
の
あ
る
も
の
に
集
中
し
て
い
る
点
は
大
崎
教
学
に
お
い
て
周
知
の
事
実
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
積
極
的
に
言
え
ば
こ
れ
は
聖
人
の
思
想
体
系
外
の
思
想
で
あ
り
、
消
極
的
に
言
え
ば
少
く
と
も
聖
人
の
正
系
思
想

で
は
な
い
」（
二
九
頁
）
と
結
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
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と
は
い
え
異
母
兄
弟
の
感
も
あ
る
『
御
義
口
伝
』
の
方
は
、
執
行
海
秀
師
に
よ
り
疑
義
が
呈
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
そ
の
文
献

批
判
は
執
行
［
二
〇
〇
六
］
に
集
成
さ
れ
て
い
る
）、
そ
の
批
判
以
降
も
重
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
池
田
大

作
『
御
義
口
伝
講
義
』（
創
価
学
会
、
一
九
六
七
─
一
九
六
八
年
。
執
行
説
へ
の
反
駁
含
む
）
の
刊
行
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。

あ
る
い
は
前
掲
の
植
木
［
二
〇
二
四
］
の
出
版
も
然
り
、
と
く
に
同
書
の
反
響
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
、『
御
義
口
伝
』
は
従
来
以
上
の

評
価
を
集
め
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
『
御
講
聞
書
』
の
扱
い
た
る
や
、
寂
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
『
御
講
聞
書
』
も
、
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
と
て
す
で
に
半
世
紀
も
前
の
話
に
な
っ
て
は
し
ま

う
の
だ
が
、
晩
年
の
室
住
一
妙
先
生
が
本
書
の
再
評
価
を
期
し
て
こ
れ
を
研
究
し
て
お
ら
れ
た
事
実
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
茂
田
井
教

亨
先
生
は
「
齢
古
稀
に
至
る
ま
で
、
朝
夕
、
身
延
の
山
容
を
拝
し
、
晩
年
の
宗
祖
を
偲
ん
で
い
る
室
住
氏
が
、
こ
れ
に
深
い
関
心
を
寄
せ

は
じ
め
ら
れ
た
の
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
」（
茂
田
井
［
一
九
七
五
］
五
一
頁
）
と
そ
の
傾
倒
ぶ
り
に
つ
い
て
見
て
お
ら
れ
る
が
、『
御
講

聞
書
』
が
は
た
し
て
実
際
に
身
延
山
中
で
編
ま
れ
た
の
か
は
別
に
し
て
も
、
こ
の
室
住
先
生
の
お
心
は
僭
越
な
が
ら
分
か
ら
な
く
も
な
い
。

か
く
い
う
筆
者
も
身
延
山
大
学
に
勤
務
し
て
こ
こ
数
年
来
「
朝
夕
、
身
延
の
山
容
を
拝
し
、
晩
年
の
宗
祖
を
偲
ん
で
い
る
」
生
活
を
続
け

て
い
た
が
、
本
年
度
よ
り
リ
モ
ー
ト
に
切
り
替
え
、
自
坊
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
身
延
の
山
容
を
懐
古
し
つ
つ
、『
御
講
聞
書
』
を
手
に
取

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
先
に
述
べ
た
よ
う
に
植
木
氏
の
高
著
に
刺
激
さ
れ
た
面
が
大
き
く
、
ま
た
筆
者
は
以
前
よ
り
日
向
に
関
係

す
る
偽
書
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た４
と
い
う
経
緯
も
あ
る
の
だ
が
）。

　

か
く
し
て
筆
者
は
『
御
講
聞
書
』
を
読
み
進
め
、
読
み
進
め
る
上
で
研
究
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
私
家
版
の
冊
子
を
作
っ
た
（
岡
田
［
二

〇
二
四
］。
未
公
刊
）。
こ
の
冊
子
の
一
部
を
抄
出
し
て
改
稿
・
修
正
・
加
筆
の
上
で
再
構
成
し
、『
御
講
聞
書
』
の
注
目
さ
る
べ
き
諸
説

が
概
観
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
が
本
稿
と
な
る
。



47

『御講聞書』覚書：「本覚」から「縁覚」迄（岡田）

一
、
序
品
第
一
の
第
一
文
目
か
ら
込
め
ら
れ
た
「
煩
悩
即
菩
提
」

　

ま
ず
本
書
『
御
講
聞
書
』
の
主
題
は
、「
所
詮
、
法
華
経
の
意
は
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
・
生
仏
不
二
・
迷
悟
一
体
な
り
」（
定
遺

二
五
四
八
頁
）
と
い
う
中
古
天
台
・
本
覚
思
想
の
色
濃
い
一
文５
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
こ
の
一
文
は
、
浅
井
［
一
九
七
五
］
も
本
書
の
特
徴

を
あ
ら
わ
す
記
述
を
列
挙
す
る
中
で
第
一
に
掲
げ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
二
六
頁
）。
こ
れ
が
ど
こ
に
出
る
か
と
い
う
と
、
序
品
第
一
の

冒
頭
の
一
句
「
如
是
我
聞
」（
開
結
五
五
頁
）、
し
か
も
そ
の
「
如
是
」
二
文
字
の
注
釈
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　

�

「
仰
に
云
く
、
如
と
云
は
衆
生
如
と
仏
如
と
一
如
・
無
二
如
な
り
。
然
と
雖
も
九
界
と
仏
界
と
分
れ
た
る
を
是
と
云
う
な
り
…
…
所

詮
、
法
華
経
の
意
は
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
・
生
仏
不
二
・
迷
悟
一
体
な
り
。
是
を
如
と
云
な
り
」（
定
遺
二
五
四
八
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
「
如
是
」
を
「
如
」「
是
」
の
各
字
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
如
と
云
は
衆
生
如
と
仏
如
と
一
如
・
無
二
如
な

り
」「
然
と
雖
も
九
界
と
仏
界
と
分
れ
た
る
を
是
と
云
う
な
り
」
と
の
解
釈
を
付
す
。
あ
れ
こ
れ
（
是
れ
）
と
分
別
し
て
、
衆
生
（
九
界
）

と
仏
（
仏
界
）
は
隔
絶
し
て
い
る
と
い
う
、
し
か
し
衆
生
と
仏
と
は
本
来
は
一
如
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
・

生
仏
不
二
（
衆
生
と
仏
の
不
二
）・
迷
悟
一
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
如
」
と
い
う
…
…
。
こ
こ
で
、
原
文
で
はevam

・
の
一
語
で
あ
っ
た

「
如
是
」
を
二
字
＝
二
語
に
分
割
し
て
、
あ
ま
つ
さ
え
「
如
」
にtathatā

（
真
如
）
と
い
っ
た
意
味
を
（
お
そ
ら
く
は
）
読
み
込
ん
で
ゆ

く
と
い
う
注
釈
は
、
い
か
に
も
漢
訳
に
基
づ
く
訓
詁
注
釈
と
い
っ
た
趣
だ
が６
、
こ
の
「
煩
悩
即
菩
提
」「
生
仏
不
二
」「
迷
悟
一
体
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
如
是
我
聞
」
以
下
に
つ
づ
く
経
文
「
一
時
仏
住
耆
闍
崛
山
中
」（
開
結
五
五
頁
）
の
「
耆
闍
崛
山
」
に
も
適
応
さ
れ

る
。

　
『
法
華
経
』
の
説
処
「
耆
闍
崛
山
」
の
名
はGr・dhra-kūt・a

（
鷲
の
峯
）
の
音
写
で
あ
り
、
ま
た
意
を
と
っ
て
「
霊
鷲
山
」
と
も
呼
ば



　　48

れ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
「
霊
鷲
山
」
と
い
う
別
名
に
つ
い
て
『
御
講
聞
書
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�
「
霊
と
は
三
世
の
諸
仏
の
心
法
な
り
。
必
ず
此
山
に
仏
心
を
留
め
給
う
。
鷲
と
は
鳥
な
り
。
此
山
の
南
に
当
て
尸
陀
林
と
云
ふ
林
あ

り
。
死
人
を
捨
る
所
な
り
。
鷲
此
屍
を
取
り
食
て
、
此
山
に
住
む
な
り
。
さ
て
霊
鷲
山
と
は
云
な
り
。
所
詮
今
の
経
の
心
は
迷
悟
一

体
と
談
ず
。
霊
と
云
は
法
華
経
な
り
。
三
世
の
諸
仏
の
心
法
に
し
て
悟
な
り
。
鷲
と
云
は
畜
生
に
し
て
迷
な
り
。
迷
悟
不
二
と
開
く

中
道
即
法
性
の
山
な
り
。
さ
れ
ば
法
華
経
を
行
ず
る
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
の
住
所
は
い
か
な
る
山
野
な
り
と
も
霊
鷲
山
な
り
」（
定

遺
二
五
四
九
─
二
五
五
〇
頁
）

　
「
霊
鷲
山
」
は
、
こ
の
山
に
住
ま
う
三
世
諸
仏
の
心
＝
「
霊
」
と
、
同
じ
く
こ
の
山
を
住
居
と
し
て
い
る
鷲
…
…
死
体
を
常
食
す
る
畜

生
の
「
鷲
」
を
接
合
し
た
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
仏
と
畜
生
、
悟
り
と
迷
い
が
一
体
す
な
わ
ち
「
迷
悟
一
体
」
を
表
し
て
い
る
…
…
と
い
う
。

　

こ
こ
で
「
尸
陀
林
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
死
骸
を
餌
と
す
る
鷲
た
ち
が
、
そ
の
近
隣
に
あ
る
山
に
巣
く
っ
た
た
め
に
、
こ
の
山
の
名
に

「
鷲
」
の
名
が
冠
さ
れ
た
」
と
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
『
大
智
度
論
』
に
出
て
お
り
（「
復
次
王
舍
城
南
屍
陀
林
中
多
諸

死
人
。
諸
鷲
常
來
噉
之
。
還
在
山
頭
。
時
人
遂
名
鷲
頭
山
」
大
正
二
五
、
七
六
下
一
六
─
一
八
）、
ま
た
『
法
華
文
句
』
に
も
引
か
れ
て

い
る
（「
山
南
有
尸
陀
林
。
鷲
食
尸
竟
棲
其
山
。
時
人
呼
爲
鷲
山
」
大
正
三
四
、
五
下
二
─
四
）。

　

た
だ
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、『
大
智
度
論
』
は
こ
の
説
の
前
に
「
山
頂
の
形
が
鷲
に
似
て
い
る
ゆ
え
」
と
い
う
説
を
も
提
示
し
て

お
り
（「
是
山
頂
似
鷲
。
王
舍
城
人
見
其
似
鷲
。
故
共
傳
言
鷲
頭
山
。
因
名
之
爲
鷲
頭
山
」
大
正
二
五
、
七
六
下
一
四
─
一
六
）、『
法
華

文
句
』
も
同
様
で
あ
る
点
だ
ろ
う
（「
山
峯
似
鷲
將
峯
名
山
」
大
正
三
四
、
五
下
二
）。『
大
智
度
論
』『
法
華
文
句
』
と
も
に
両
論
併
記
だ

が
、『
御
講
聞
書
』
は
前
者
（
鷲
と
形
が
似
て
い
る
と
の
説
）
を
無
視
し
、
後
者
（
鷲
が
死
体
を
食
べ
に
集
ま
る
と
の
説
）
の
み
を
採
択

し
て
い
る
。
本
書
が
少
な
く
と
も
『
法
華
文
句
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り7
、
こ
れ
は
本
書
の
恣
意
的
な
取
捨
選
択
だ
と
い
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え
る
。
そ
れ
で
は
本
書
が
な
ぜ
後
者
の
み
を
引
い
て
定
説
と
し
て
提
示
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
死
体
を
食
す
る
と
い
う
お
ぞ
ま
し
さ
の
あ

る
生
態8
に
特
化
し
て
「
鷲
と
云
は
畜
生
に
し
て
迷
な
り
」
と
強
調
し
て
「
迷
悟
一
体
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
立
て
る
た
め
と
推
察
さ
れ

る
。

　

こ
う
し
て
「
迷
悟
一
体
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
霊
鷲
山
に
す
ら
読
み
込
も
う
と
す
る
『
御
講
聞
書
』
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
単
な

る
本
覚
思
想
的
な
こ
じ
つ
け
と
い
う
だ
け
で
な
く
、『
法
華
経
』
の
意
に
素
朴
に
沿
っ
た
注
釈
た
り
得
て
も
い
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
「
迷

い
の
世
界
で
あ
る
現
世
に
、
仏
の
心
で
あ
る
『
法
華
経
』
を
持
し
て
住
ま
え
ば
、
そ
こ
が
そ
の
ま
ま
霊
山
浄
土
で
あ
る
」
と
の
思
想
は
如

来
寿
量
品
「
我
此
土
安
穏
」
の
本
国
土
妙
、
如
来
神
力
品
「
即
是
道
場
」
の
意
に
そ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

　
　

�

「
日
本
国
は
耆
闍
崛
山
、
日
蓮
等
の
類
は
釈
迦
如
来
な
る
べ
し
。
惣
じ
て
一
乗
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
修
行
せ
ん
処
は
、
如
何
な
る
所

な
り
と
も
常
寂
光
の
都
、
霊
鷲
山
な
る
べ
し
。
此
山
を
寿
量
品
に
て
は
本
有
の
霊
山
と
説
か
れ
た
り
、
本
有
の
霊
山
と
は
此
娑
婆
世

界
な
り
、
中
に
も
日
本
国
な
り
。
法
華
経
の
本
国
土
妙
、
娑
婆
世
界
な
り
」（
定
遺
二
五
五
〇
頁
）

　

と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
「
日
本
国
」
の
名
が
出
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
戦
前
は
こ
の
文
が
国
粋
主
義
者
に
よ
っ
て
過
大
評
価
さ
れ
た
と

い
う
事
例
が
あ
る
（
石
井
［
二
〇
二
四
］
七
六
頁
）。
こ
れ
は
い
わ
ば
日
蓮
教
学
史
に
お
け
る
「
負
の
歴
史
」
と
い
え
、
こ
の
文
に

nationalistic

な
意
味
を
必
要
以
上
に
読
み
込
む
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
単
純
に
日
蓮
お
よ
び
そ
の
門
下
が
日
本
在
住
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
教
機
時
国
師
の
五
義
判
に
お
け
る
「
国
」、
す
な
わ
ち
「
此
の
経
典
、
東
北
に
縁
有
り
云
云
。
西
天
の
月
支
国
は

未
申
の
方
、
東
方
の
日
本
国
は
丑
寅
の
方
也
。
天
竺
に
於
て
有
縁
於
東
北
と
は
、
豈
に
日
本
国
に
非
ず
や
」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定

遺
九
〇
九
頁
、
原
漢
文
）
と
し
て
日
本
を
『
法
華
経
』
有
縁
の
国
と
位
置
づ
け
る
説
と
の
呼
応
を
見
る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
し
て
む
し
ろ
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「
い
か
な
る
山
野
な
り
と
も
霊
鷲
山
な
り
」「
如
何
な
る
所
な
り
と
も
常
寂
光
の
都
、
霊
鷲
山
な
る
べ
し
」
と
い
う
場
所
を
限
定
し
な
い
普

遍
を
説
く
こ
と
こ
そ
が
本
書
の
主
眼
で
あ
る
と
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
前
引
の
文
中
に
「
日
蓮
等
の
類
は
釈
迦
如
来
な
る
べ
し
」
と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
た
い
。『
佐
渡
御
書
』（
真
蹟
・
古
写
本
無

し
）
に
「
日
蓮
一
人
釈
迦
仏
と
な
ら
ざ
る
べ
き
」（
定
遺
六
一
七
頁
）
と
い
う
文
も
あ
る
が
、
法
華
の
行
者
が
そ
の
ま
ま
仏
た
り
得
る
と

い
う
即
身
成
仏
の
思
想
は
、
日
蓮
義
と
し
て
お
か
し
な
も
の
で
は
な
い９
。
し
か
し
本
書
は
よ
り
徹
底
し
た
生
仏
不
二
（
衆
生
と
仏
が
不
二

で
あ
る
）
の
本
覚
思
想
（
的
思
想
）
を
説
く
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
目
が
止
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
に
見
て
お
き
た
い
。

二
、
法
華
七
喩
の
破
格
の
解
釈
：
「
父
と
し
て
の
仏
」
か
ら
「
父
と
し
て
の
衆
生
」
へ

　

法
華
七
喩
の
最
後
を
飾
る
「
良
医
治
子
喩
」
は
、《
智
慧
あ
る
良
医
が
、
毒
を
誤
飲
し
た
子
ど
も
た
ち
に
解
毒
剤
を
服
さ
し
め
る
》
と

い
う
筋
書
き
で
、
良
医
は
仏
（
釈
尊
）、
子
ど
も
た
ち
は
衆
生
、
解
毒
剤
と
な
る
良
薬
は
『
法
華
経
』
を
そ
れ
ぞ
れ
喩
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
『
御
講
聞
書
』
も
、
ま
ず
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
　

�

「
仰
に
云
く
、
良
医
と
は
教
主
釈
尊
、
智
慧
と
は
八
万
法
蔵
十
二
部
経
な
り
。
聡
達
と
は
三
世
了
達
な
り
。
薬
と
は
妙
法
の
良
薬
な

り
」（
定
遺
二
五
七
九
頁
）

　

良
医
は
教
主
釈
尊
を
た
と
え
る10
。
良
医
が
「
智
慧
聡
達
」（
開
結
四
二
二
頁
）
で
あ
る
と
は
、
釈
尊
が
幾
多
の
経
典
を
た
ず
さ
え
過

去
・
未
来
・
現
在
の
三
世
を
見
通
し
て
い
る
こ
と
を
た
と
え
る
。
良
医
の
薬
と
は
妙
法
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
無
難
で
あ
る
。
し
か
し
無
難
な
ま
ま
で
終
わ
る
『
御
講
聞
書
』
で
は
な
い
。
つ
づ
け
て
、
以
下
の
よ
う
な
深
読
み
を
披
露

す
る
。
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�

「
さ
て
寿
量
品
の
意
は
十
界
本
有
と
談
ぜ
り
。
然
れ
ば
此
薬
師
と
は
一
切
衆
生
の
事
な
り
」（
定
遺
二
五
七
九
頁
）

　

良
医
治
子
喩
が
含
ま
れ
る
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
意
図
は
、
仏
が
久
遠
の
過
去
か
ら
常
住
で
あ
る
と
説
く
こ
と
に
あ
る
が
、
さ
ら
に
一

歩
立
ち
入
れ
ば
、
そ
の
久
遠
の
仏
界
と
互
具
し
て
い
る
十
界
の
衆
生
す
べ
て
が
本
来
的
に
常
住
で
あ
る
、
と
説
か
ん
と
し
て
い
る
。
さ
す

れ
ば
、
こ
こ
で
の
薬
師
＝
良
医
と
は
、
単
に
仏
だ
け
を
喩
え
た
も
の
で
は
な
く
、
十
界
の
一
切
衆
生
を
た
と
え
た
も
の
と
し
て
受
け
取
る

べ
き
で
あ
る
…
…
。

　

こ
れ
は
破
格
の
例
え
で
あ
る
。
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
良
医
治
子
喩
は
、
良
医
＝
仏
、
子
ど
も
た
ち
＝
衆
生
、
と
い
う
割
り
当
て
で
作
ら

れ
た
物
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
御
講
聞
書
』
は
良
医
＝
衆
生
、
と
読
ん
で
し
ま
う
。
破
格
で
あ
る
。
本
書
は
「
生
仏
不
二
」
す
な
わ
ち

衆
生
も
仏
も
不
二
・
同
体
で
あ
る
と
標
榜
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
良
医
が
仏
で
あ
り
衆
生
で
も
あ
る
と
読
ん
で
も
、
本
書
の
論
理
と
し

て
は
差
し
支
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
や
は
り
破
格
の
読
み
方
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
法
華
七
喩
の
最
初
を
飾
る
「
三
車
火
宅
喩
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
喩
え
話
も
ご
周
知
と
は
思
う
が
、《
と
あ
る
長
者
が
、

火
事
の
家
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
救
出
す
る
》
と
い
う
筋
書
き
で
、
長
者
は
仏
、
子
ど
も
た
ち
は
衆
生
を
喩
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
御
講
聞
書
』
は
、
こ
の
三
車
火
宅
喩
に
お
い
て
も
、
仏
の
な
ぞ
ら
え
と
し
て
通
常
は
読
む
と
こ
ろ
を
「
衆
生
の
な
ぞ
ら
え

で
あ
る
」
と
し
て
読
む
べ
し
、
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
三
車
火
宅
喩
に
お
け
る
「
長
者
」
と
は
「
衆
生
」
の
た
と
え
で
あ
る
、
と
い
う
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
見
た
良
医
治
子
喩
の
解
釈
（
良
医
＝
衆
生
）
と
同
趣
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
三
車
火
宅
喩
の
解
釈
を
な
す
に
あ

た
っ
て
は
、
智
顗
『
法
華
文
句
』
を
根
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

　
『
法
華
文
句
』
巻
五
、
釈
譬
喩
品
の
釈
文
に
お
い
て
は
、
火
宅
喩
の
長
者
が
「
一
世
長
者
。
二
出
世
長
者
。
三
觀
心
長
者
」（
大
正
三
四
、

六
六
中
一
五
─
一
六
）
と
し
て
、
①
世
の
長
者
②
出
世
の
長
者
③
観
心
の
長
者
、
と
い
う
三
種
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

世
間
一
般
に
い
わ
れ
る
長
者
と
は
、
出
自
が
よ
く
財
産
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
が
①
世
の
長
者
で
あ
る
（
大
正
三
四
、
六
六



　　52

中
一
六
─
二
四
）。
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
真
如
」
を
出
自
と
し
、
法
と
い
う
財
産
・
万
徳
を
所
有
し
て
い
る
仏
（
釈
尊
）
を
描
き
出
す
、

こ
れ
が
②
出
世
の
長
者
で
あ
る
（
大
正
三
四
、
六
六
中
二
五
─
下
一
）。
そ
し
て
こ
の
経
文
を
自
心
の
心
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
仏
道
修
行

に
励
む
者
、
す
な
わ
ち
観
心
の
行
者
は
、「
諸
法
実
相
」
か
ら
智
が
生
ま
れ
て
「
仏
家
」
で
育
つ
と
い
う
点
で
生
ま
れ
も
育
ち
も
よ
く
、

い
ま
だ
真
を
発
し
て
お
ら
ず
と
も
「
如
来
の
衣
」
を
着
て
い
る
身
な
り
の
よ
さ
で
あ
る
か
ら
、
③
観
心
の
長
者
と
い
う
べ
き
だ
（「
三
觀

心
者
、
觀
心
之
智
從
實
相
出
、
生
在
佛
家
種
性
眞
正
、
三
惑
不
起
、
雖
未
發
眞
、
是
著
如
來
衣
稱
寂
滅
忍
」
大
正
三
四
、
六
六
下
一
─
三
）。

　

こ
の
よ
う
に
③
観
心
の
長
者
に
つ
い
て
は
法
師
品
第
十
の
文
「
著
如
来
衣
」（
開
結
三
一
六
頁
）
を
引
い
て
説
明
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に

つ
づ
け
て
分
別
功
徳
品
第
十
七
の
文
も
引
か
れ
る11
。
す
な
わ
ち
、「
佛
子
住
此
地
…
…
経
行
若
坐
臥
」（
開
結
四
五
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

仏
子
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
の
行
者
が
歩
き
回
り
・
座
し
・
臥
し
て
い
る
姿
が
、
そ
の
ま
ま
す
で
に
仏
と
称
さ
れ
る
べ
き
、
と
さ
れ
る12
。

さ
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
『
法
華
経
』
の
行
者
を
「
観
心
の
長
者
」
と
言
わ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
…
…
と
決
す
る
（「
下
文
云
、
佛
子
住
是
地
、

即
是
佛
受
用
、
經
行
及
坐
臥
。
既
稱
此
人
爲
佛
。
豈
不
名
觀
心
長
者
」
大
正
三
四
、
六
六
下
九
─
一
一
）。

　

以
上
の
よ
う
な
『
法
華
文
句
』
の
釈
文
（
大
正
三
四
、
六
六
中
一
五
─
下
一
一
）
を
、『
御
講
聞
書
』
は
「
仰
に
云
く
、
此
長
者
に
於

て
天
台
大
師
、
三
の
長
者
を
釈
し
給
へ
り
。
一
に
は
世
間
の
長
者
、
二
に
は
出
世
の
長
者
、
三
に
は
観
心
の
長
者
是
な
り
」「
さ
れ
ば
三

の
長
者
を
釈
す
る
時
、
文
句
の
五
に
云
く
」（
定
遺
二
五
五
八
頁
）
と
し
て
引
用
し
て
お
り13
、
そ
こ
で
い
わ
れ
る
出
世
・
観
心
の
長
者
の

あ
り
よ
う
を
喩
え
話
か
ら
汲
み
取
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
、
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
車
火
宅
喩
で
い
う
「
長
者
」
と
は
、
釈
尊
（
出

世
の
長
者
）
と
見
る
の
が
第
一
義
で
あ
る
も
の
の
、「
観
心
の
長
者
」
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、『
法
華
経
』
を
行
ず
る
一
切
衆
生
の
こ

と
を
指
す
の
で
あ
る
…
…
と
『
御
講
聞
書
』
は
い
う
。

　
　

�

「
此
中
に
出
世
・
観
心
の
長
者
を
以
て
此
品
の
長
者
と
せ
り
。
長
者
と
は
釈
迦
如
来
の
事
な
り
。
観
心
の
長
者
の
時
は
一
切
衆
生
な

り
」（
定
遺
二
五
五
八
頁
）
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こ
の
よ
う
に
『
御
講
聞
書
』
は
、
良
医
治
子
喩
の
良
医
を
仏
で
な
く
衆
生
に
置
換
し
た
の
と
同
様
、
三
車
火
宅
喩
の
長
者
も
仏
か
ら
衆

生
に
置
換
し
て
し
ま
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
本
書
の
独
断
で
は
な
く
『
法
華
文
句
』
の
説
を
引
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
本

書
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
生
仏
不
二
の
本
覚
思
想
的
な
言
い
方
を
重
ね
る
。

　
　

�

「
所
詮
仏
子
と
は
法
華
経
の
行
者
な
り
…
…
経
行
若
坐
臥
と
は
法
華
経
の
行
者
の
四
威
儀
の
所
作
の
振
舞
、
悉
く
仏
の
振
舞
な
り
。

我
等
衆
生
の
振
舞
当
体
、
仏
の
ふ
る
ま
い
な
り
。
此
当
体
の
ふ
る
ま
い
こ
そ
長
者
な
れ
。
仍
て
観
心
の
長
者
は
我
等
凡
夫
な
り
」

（
定
遺
二
五
五
九
頁
）

　

衆
生
の
振
る
舞
い
は
、
そ
の
ま
ま
仏
の
振
る
舞
い
で
あ
る
。
衆
生
と
は
凡
夫
で
あ
る
。
凡
夫
の
振
る
舞
い
は
仏
の
振
る
舞
い
、
凡
夫
そ

の
ま
ま
が
仏
で
あ
る
…
…
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
衆
生
＝
凡
夫
と
し
て
凡
夫
の
無
批
判
な
る
肯
定

≒

本
覚
思
想
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
、
つ
づ
く
文
で
は

　
　

�

「
然
れ
ば
末
法
当
今
の
法
華
経
の
行
者
よ
り
外
に
観
心
の
長
者
無
き
な
り
。
今
日
蓮
等
之
類
ひ
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
る
者
、

無
上
宝
聚
不
求
自
得
の
長
者
に
非
ず
や
」（
定
遺
二
五
五
九
頁14
）

　

こ
こ
で
は
、
衆
生
（
＝
凡
夫
）
が
「
観
心
の
長
者
」
と
い
わ
れ
る
に
は
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
称
え
る
題
目
受
持
を
要
件
と
す
る

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
切
衆
生
を
そ
の
ま
ま
無
批
判
に
絶
対
肯
定
す
る
一
面
も
確
か
に
あ
り
つ
つ
、
一
切
衆
生
と
い
い
な
が

ら
も
「
妙
法
受
持
」
と
い
う
条
件
を
設
け
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
実
は
種
を
明
か
せ
ば
、
先
に
見
た
良
医
治
子
喩
の
解
釈
も
、
や

は
り
同
様
の
ス
タ
ン
ス
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
く
だ
ん
の
「
此
薬
師
と
は
一
切
衆
生
の
事
な
り
」
の
後
に
「
所
詮
末
法
当
今
の
為
の
寿
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量
品
な
れ
ば
法
華
経
の
行
者
の
上
の
事
な
り
」
と
つ
づ
い
て
い
る
）。

　

か
く
し
て
『
御
講
聞
書
』
は
、「
良
医
」（
薬
師
）・「
長
者
」
の
役
割
を
我
々
衆
生
に
引
き
受
け
る
よ
う
迫
る
。
し
か
し
そ
れ
は
凡
夫
の

怠
惰
な
る
現
状
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
凡
夫
に
妙
法
受
持
を
う
な
が
し
、「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と

を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。「
今
の
ま
ま
で
立
派
な
良
医
な
ん
で
す
よ
、
長
者
な
ん
で
す
よ
」
と
甘
や
か
す
の
で
は
な
く
、
凡
夫
と
い
え

ど
良
医
・
長
者
た
る
か
ら
に
は
相
応
し
い
振
る
舞
い
（
妙
法
受
持
）
を
し
な
さ
い
、
と
叱
咤
激
励
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
見
宝
塔
品
第
十
一
（
以
下
、
宝
塔
品
）
に
お
け
る
注
釈
な
ど
も
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　　
　

�

 
「
是
真
仏
子
の
子
の
字
は
十
界
の
衆
生
な
り
。
所
詮
此
の
子
の
字
は
法
華
経
の
行
者
に
限
る
。
悉
是
吾
子
の
子
は
孝
不
孝
を
分
別

せ
ざ
る
子
な
り
。
我
等
皆
似
仏
子
の
子
は
中
根
の
声
聞
、
仏
子
に
似
た
り
と
説
れ
た
り
。
為
治
狂
子
故
の
子
は
久
遠
の
下
種
を
忘
れ

た
れ
ば
物
に
く
る
う
子
な
り
。
仍
て
釈
尊
の
御
子
に
も
物
に
く
る
う
子
も
あ
り
、
不
孝
の
子
も
あ
り
、
孝
養
の
子
も
あ
り
。
所
謂
法

華
経
の
行
者
、
真
実
の
釈
尊
の
御
子
な
り
と
、
釈
迦
・
多
宝
・
分
身
・
三
千
三
百
万
億
那
由
佗
の
世
界
に
充
満
せ
る
諸
仏
の
御
前
に

て
孝
不
孝
の
子
を
定
め
を
き
玉
へ
り
」（
定
遺
二
五
七
七
頁
）

　

宝
塔
品
に
「
此
経
難
持
、
若
暫
持
者
…
…
是
真
仏
子
」（
開
結
三
四
〇
─
三
四
一
頁
）
と
の
経
文
が
あ
る
。
仏
子
と
い
え
ば
十
界
の
一

切
衆
生
を
第
一
義
と
す
る
。
た
と
え
ば
譬
喩
品
第
三
に
は
「
今
此
三
界
 
皆
是
我
有
 
其
中
衆
生
 
悉
是
吾
子
」（
開
結
一
六
二
頁
）
と

い
い
、
三
界
に
住
ま
う
一
切
衆
生
は
誰
で
あ
ろ
う
と
無
条
件
に
仏
子
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
切
衆
生
の
中
に
は
、
孝
の
者

も
い
れ
ば
不
孝
の
者
も
い
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
宝
塔
品
で
は
、
衆
生
の
中
で
も
特
に
、
し
ば
ら
く
の
間
で
も
『
法
華
経
』
を
受
持
す
る
者

（
す
な
わ
ち
「
法
華
経
の
行
者
」）
を
「
是
れ
真
の
仏
子
な
り
」
と
限
定
し
て
言
っ
て
い
る
。

　

ま
た
信
解
品
第
四
の
経
文
「
我
等
皆
似
仏
子
」（
開
結
一
八
六
頁
）
の
「
子
」
は
、
い
わ
ゆ
る
長
者
窮
子
喩
に
し
た
が
っ
て
、
中
根
の
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声
聞
が
仏
子
に
似
て
い
る
と
説
い
て
あ
る
。
こ
こ
で
の
仏
子
は
、
仏
縁
を
忘
れ
流
浪
し
続
け
る
放
蕩
息
子
、
親
不
孝
者
の
役
回
り
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
は
「
為
治
狂
子
故
」（
開
結
四
二
九
頁
）
と
い
う
経
文
が
あ
り
、
久
遠
の
釈
尊
と
の
仏
縁
を
忘
れ
た

衆
生
が
「
狂
っ
た
子
」
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
総
じ
て
い
え
ば
、
譬
喩
品
第
三
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
一
切
衆
生
が
「
仏
子
」
で
あ
る
に

せ
よ
、
そ
の
中
に
は
正
気
を
失
っ
て
い
る
子
も
不
孝
者
も
お
り
、
結
局
は
『
法
華
経
』
の
行
者
こ
そ
が
真
実
の
仏
子
と
い
わ
れ
る
の
だ
。

こ
の
こ
と
を
宝
塔
品
に
お
い
て
、
釈
迦
仏
と
多
宝
仏
そ
し
て
分
身
仏
を
証
人
と
し
て
承
認
し
た
の
だ
…
…
と
本
書
は
述
べ
る
。
す
な
わ
ち

「
観
心
の
長
者
」
の
解
釈
に
せ
よ
宝
塔
品
の
解
釈
に
せ
よ
、
一
切
衆
生
に
対
し
て
こ
れ
を
無
批
判
に
絶
対
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
『
法
華
経
』
受
持
行
を
仏
子
た
る
者
の
条
件
と
し
て
求
め
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
覚
思
想
的
な
修
行
不
要
論
と
は
一
線
を
画
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
衆
生
＝
凡
夫
を
無
批
判
に
絶
対
肯
定
し
て
し
ま
う
本
覚
思
想
の
罠
に
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
落
ち
ず
に
い
る
バ

ラ
ン
ス
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
一
切
衆
生
を
認
容
す
る
に
し
て
も
、
本
書
は
宗
門
人
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

受
持
を
大
前
提
と
し
て
は
い
る
」（
浅
井
［
一
九
七
五
］
二
九
頁
）
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
覚
思
想
も
日
蓮
思
想
も
、
凡
夫
の
成
仏
を
証
せ

ん
と
す
る
。
し
か
し
前
者
は
「
本
来
本
覚
の
仏
で
あ
る
か
ら
始
覚
的
修
行
を
必
要
と
し
な
い
」「
本
覚
の
家
に
は
生
仏
の
仮
名
は
な
い
の

で
あ
つ
て
、
理
即
の
凡
夫
そ
の
ま
ま
が
本
覚
無
作
の
仏
で
あ
る
か
ら
、
何
等
の
修
す
べ
き
行
は
な
い
」（
浅
井
［
一
九
六
五
］
四
七
三
頁
）

と
い
う
修
行
不
要
論
に
陥
り
、
衆
生
の
怠
慢
を
招
く
危
う
さ
を
常
に
孕
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
「
唱
題
修
行
若
く
は
観
念
観
法

を
必
要
と
す
る
始
覚
門
的
傾
向
」
を
持
ち
「
唱
題
受
持
の
一
行
を
聖
人
立
行
の
根
本
義
と
す
る
」（
同
上
四
七
七
頁
）
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
先
に
も
引
い
た
よ
う
に
、「
然
れ
ば
末
法
当
今
の
法
華
経
の
行
者
よ
り
外
に
観
心
の
長
者
無
き
な
り
。
今
日
蓮
等
之
類
ひ

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
る
者
、
無
上
宝
聚
不
求
自
得
の
長
者
に
非
ず
や
」、
す
な
わ
ち
今
ま
さ
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
唱
え
る

日
蓮
ら
こ
そ
、
こ
の
唱
題
受
持
の
一
行
に
よ
っ
て
、
無
上
の
財
宝
を
求
め
ず
し
て
自
ず
か
ら
得
た
長
者
で
は
な
い
か
…
…
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
水
を
差
す
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
「
無
上
宝
聚
不
求
自
得
」
と
い
う
言
葉
は
、
次
品
・
信
解
品
第
四
の
長
者
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窮
子
喩
に
出
る
経
文
で
あ
る
。
同
じ
く
法
華
七
喩
に
あ
っ
て
、
同
じ
く
長
者
を
主
人
公
と
す
る
こ
と
か
ら
、
う
っ
か
り
混
同
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
混
同
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
書
に
む
け
ら
れ
た
「
粗
雑15
」
の
汚
名
は
や
は
り
拭
い
が
た
く
、
ど
う
に
も
詰
め
が
甘
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
、
木
を
見
る
縁
覚

　

第
一
節
、
第
二
節
と
、
本
書
の
本
覚
思
想
的
な
内
容
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
趣
向
を
変
え
て
、「
本
覚
」
か
ら
「
縁
覚
」
へ
と
話
頭

を
転
ず
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
「
縁
覚
」
と
は
、
仏
に
師
事
し
そ
の
声
を
聞
い
て
修
行
す
る
「
声
聞
」
に
対
し
、
師
を
持
た
ず
独
力
で
悟
る
修
行
者

（
独
覚
）
で
あ
る
（「
縁
覺
出
無
佛
世
、
無
師
自
悟
」
吉
藏
『
仁
王
般
若
經
疏
』
大
正
三
三
、
三
一
八
中
二
五
─
二
六
／
「
縁
覺
、
亦
名
獨

覺
。
…
…
言
獨
覺
者
、
出
無
佛
世
、
獨
宿
孤
峯
、
觀
物
變
易
自
覺
無
生
、
故
名
獨
覺
。
兩
名
不
同
、
行
位
無
別
」
諦
観
『
天
台
四
教
儀
』、

大
正
四
六
、
七
七
七
上
一
五
─
二
九
）。
そ
し
て
『
法
華
経
』
に
お
け
る
縁
覚
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
問
題
点
が
存
す
る
。

　

ま
ず
基
本
的
に
『
法
華
経
』
が
説
く
二
乗
成
仏
は
、
声
聞
へ
の
授
記
作
仏
を
主
と
す
る
。
方
便
品
第
二
〜
譬
喩
品
第
三
に
お
け
る
舎
利

弗
へ
の
授
記
に
は
じ
ま
り
、
授
学
無
学
人
記
品
第
九
に
お
け
る
二
千
人
の
声
聞
へ
の
授
記
（
お
よ
び
、
勧
持
品
第
十
三
の
摩
訶
波
闍
波

提
・
耶
輸
陀
羅
ら
比
丘
尼
た
ち
へ
の
授
記
）
に
至
る
ま
で
、『
法
華
経
』
の
紙
幅
の
大
半
は
声
聞
授
記
の
描
写
に
割
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
一
方
で
、
縁
覚
へ
の
授
記
作
仏
は
見
ら
れ
な
い
。
方
便
品
第
二
で
舎
利
弗
は
「
其
の
縁
覚
を
求
む
る
者
…
…
具
足
の
道
を
聞
き
た
て
ま

つ
ら
ん
と
欲
す
」（
開
結
九
四
─
九
五
頁16
）、
と
し
、
縁
覚
す
ら
『
法
華
経
』
を
聞
き
た
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
縁
覚

た
ち
が
仏
前
に
歩
み
出
て
授
記
を
受
け
る
場
面
は
皆
無
で
あ
る
。
や
は
り
縁
覚
は
「
仏
に
師
事
せ
ず
修
行
す
る
」
存
在
で
あ
る
ゆ
え
に
、

仏
前
に
参
上
し
て
し
ま
っ
た
ら
最
早
「
縁
覚
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
だ
ろ
う
か
（
仏
に
師
事
し
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
縁
覚
で

は
な
く
声
聞
や
菩
薩
で
あ
ろ
う
）。
か
か
る
縁
覚
成
仏
説
の
欠
落
を
埋
め
る
た
め
、
近
年
の
研
究
で
は
、『
増
一
阿
含
経
』
に
見
ら
れ
る
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《
提
婆
達
多
が
堕
地
獄
の
後
に
縁
覚
に
転
生
し
た
》
と
の
説
話
（「
於
是
提
婆
達
兜
從
地
獄
終
生
善
處
天
上
…
…
往
來
天
人
最
後
受
身
…
…

成
辟
支
佛
」
大
正
二
、
八
〇
四
下
九
─
一
二
）
な
ど
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
提
婆
達
多
品
第
十
二
を
縁
覚
成
仏
の
品
と
解
す
る
説
（
平

岡
［
二
〇
一
二
］
一
三
二
─
一
三
五
頁
）
な
ど
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
見
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
『
法
華
経
』
に
お
い
て
縁
覚
（
辟
支
仏
）
が
ど
の
よ
う
に
素
描
さ
れ
て
い
る
か
を
見

て
み
れ
ば
、「
辟
支
仏
を
求
む
る
者
の
為
に
は
応
ぜ
る
十
二
因
縁
の
法
を
説
き
」
と
あ
り
（
序
品
第
一
／
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
、
開
結

七
一
／
四
八
七
頁
）、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
に
お
け
る
縁
覚
は
「
十
二
因
縁
の
法
を
求
め
る
行
者
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
も

ま
た
「
声
聞
四
諦
、
縁
覚
十
二
因
縁
、
菩
薩
六
度
。
譬
へ
ば
水
随
器
方
円
、
象
随
敵
出
力
ご
と
し
」（『
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
』
定
遺
一

七
五
一
頁
）
と
し
て
、
十
二
因
縁
を
縁
覚
の
行
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
た
い
の
は
、
十
二
因
縁
を
釈
尊
が
伽
耶
で
の
成
道
の
際
に
観
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
、
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
で
あ
る17
。

ち
な
み
に
『
法
華
経
』
で
は
、
釈
尊
の
伽
耶
成
道
は
方
便
品
第
二
に
「
我
始
坐
道
場　

観
樹
亦
経
行
」（
開
結
一
一
七
頁
）
と
し
て
記
述

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
文
の
「
樹
」
と
は
十
二
因
縁
で
あ
る
、
と
『
御
講
聞
書
』
は
解
釈
し
て
い
る
。

　
　

「
観
樹
の
樹
と
云
は
十
二
因
縁
の
事
な
り
。
所
詮
十
二
因
縁
を
観
じ
て
経
行
す
と
説
き
給
へ
り
」（
定
遺
二
五
五
五
頁
）

　

釈
尊
の
成
道
は
十
二
因
縁
を
観
じ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
い
う
古
来
の
説
か
ら
、「
観
樹
」（
樹
を
見
て
）
の
「
樹
」
を
十
二
因
縁
と
解
釈

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
な
か
な
か
奇
抜
な
も
の
に
思
わ
れ
て
興
味
深
い
が
、
種
を
明
か
せ
ば
こ
れ
は
『
御
講
聞
書
』
の
独

創
で
は
な
く
『
法
華
文
句
』
に
出
て
い
る
説
で
あ
る
（「
觀
心
釋
者
。
樹
即
十
二
因
縁
之
大
樹
也
」
大
正
三
四
、
六
〇
下
二
八
─
二
九
）。

し
か
し
こ
の
説
に
こ
と
よ
せ
て
、『
御
講
聞
書
』
は
さ
ら
な
る
奇
抜
な
説
を
展
開
す
る
。
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�

「
十
二
因
縁
は
法
界
の
異
名
な
り
。
又
は
法
華
経
の
異
名
な
り
。
其
故
は
樹
木
は
枝
葉
華
菓
あ
り
。
是
即
ち
生
住
異
滅
の
四
相
な
り
。

大
覚
世
尊
、
十
二
因
縁
の
流
転
を
観
じ
経
行
し
給
へ
り
。
所
詮
末
法
当
今
も
一
切
衆
生
の
法
華
経
を
謗
じ
て
流
転
す
べ
き
を
観
じ
て

日
本
国
を
日
蓮
経
行
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
弘
通
す
る
事
、
又
々
此
の
如
く
な
り
。
法
華
の
行
者
は
悉
く
道
場
に
坐
し
た
る
人
な

り
云
云
」（
定
遺
二
五
五
五
─
二
五
五
六
頁
）

　

樹
と
い
う
も
の
は
①
枝
が
伸
び
②
葉
を
広
げ
③
花
が
咲
き
④
果
実
が
な
っ
て
落
ち
る
。
か
か
る
生
長
の
過
程
は
❶
生
（
生
じ
て
）
❷
住

（
維
持
さ
れ
て
）
❸
異
（
変
異
し
）
❹
滅
（
滅
し
て
い
く
）
と
い
う
四
相
を
と
っ
て
生
成
変
化
し
て
い
く
法
界
の
あ
り
さ
ま
に
他
な
ら
ず
、

こ
う
し
た
法
界
の
あ
り
さ
ま
を
見
通
し
た
の
が
十
二
因
縁
の
観
察
に
他
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
釈
尊
が
「
木
を
観
察
し
た
（
観
樹
）」
と
い

わ
れ
る
の
は
、
生
成
変
化
す
る
法
界
の
実
相
を
、
十
二
因
縁
の
流
転
と
し
て
観
察
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
樹

≒

法
界
＝
十

二
因
縁
と
な
る
の
で
、
法
界
の
異
名
と
し
て
十
二
因
縁
と
い
う
名
が
あ
る
。

　

ま
た
、
法
界
の
実
相
を
解
き
明
か
し
た
経
典
は
『
法
華
経
』
な
の
で
『
法
華
経
』
＝
法
界
、
そ
し
て
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
法
界
＝
十
二

因
縁
ゆ
え
に
、『
法
華
経
』
＝
法
界
＝
十
二
因
縁
（
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
＝
十
二
因
縁
）
と
い
う
等
式
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
『
法
華
経
』

の
異
名
と
し
て
も
、
十
二
因
縁
と
い
う
名
が
あ
る
の
だ
…
…
。

　

そ
し
て
釈
尊
が
経
行
し
な
が
ら
十
二
因
縁
の
流
転
を
観
じ
た
よ
う
に
、
末
法
の
今
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
日
蓮
が
日
本
を
行
脚
し
な
が

ら
謗
法
者
が
流
転
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
観
察
し
、
そ
し
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
布
教
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
れ
が
当
世
の

「
観
樹
亦
経
行
」
で
あ
る
。
そ
し
て
当
世
の
「
我
始
坐
道
場
」
と
は
、
法
華
の
行
者
が
こ
と
ご
と
く
成
道
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
…
…
と

『
御
講
聞
書
』
は
述
べ
て
い
る
。

　

樹
の
生
長
＝
法
界
の
生
住
異
滅
＝
十
二
因
縁
の
流
転
、
と
い
う
論
法
も
こ
じ
つ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
こ
で
さ
ら
に
十
二
因
縁
を

『
法
華
経
』
と
同
一
視
し
（「
十
二
因
縁
は
…
…
法
華
経
の
異
名
な
り
」）、
さ
ら
に
法
華
の
行
者
・
日
蓮
の
折
伏
逆
化
の
広
布
を
も
十
二
因
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縁
の
観
法
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
は
破
格
で
あ
ろ
う18
。
先
に
見
た
よ
う
に
十
二
因
縁
は
『
法
華
経
』
で
は
、
あ
く
ま
で
一
乗
以
前
の
、
縁

覚
の
法
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る19
。

　

こ
の
よ
う
に
『
御
講
聞
書
』
に
お
い
て
は
、
縁
覚
の
行
と
さ
れ
て
い
た
十
二
因
縁
は
釈
尊
に
戻
さ
れ
（
こ
こ
ま
で
は
お
か
し
く
は
な
い

の
だ
が
）、
さ
ら
に
『
法
華
経
』
と
同
一
視
さ
れ
、
法
華
の
行
者
の
広
布
・
悟
り
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
お
株
を
奪
わ
れ
た
縁
覚
だ

が
、
次
品
の
譬
喩
品
第
三
の
経
文
解
釈
に
お
い
て
、
意
外
な
言
及
を
さ
れ
る
。

　
　

�

「
妙
楽
大
師
、
此
の
属
于
一
人
の
経
文
を
釈
す
る
時
、
記
の
五
に
云
く
、
咸
く
長
者
に
帰
す
、
一
色
一
香
一
切
皆
然
な
り
と
判
ぜ
り

…
…
一
色
一
香
一
切
皆
然
と
は
法
界
の
千
草
万
木
、
飛
華
落
葉
の
体
た
ら
く
、
是
皆
無
常
遷
滅
の
質
を
見
て
仏
道
に
帰
す
も
、
属
于

一
人
の
利
益
な
り
」（
定
遺
二
五
六
二
頁
）

　

妙
楽
大
師
湛
然
は
『
法
華
文
句
記
』
の
第
五
巻
に
て
、
譬
喩
品
の
三
車
火
宅
喩
に
出
る
「
属
于
一
人
」（
開
結
一
五
六
頁
）
す
な
わ
ち

「
長
者
が
た
だ
一
人
で
こ
の
自
宅
を
所
有
し
て
い
る
」
と
の
経
文
に
つ
い
て
、
法
界
に
あ
る
一
つ
の
色
・
一
つ
の
香
り
に
い
た
る
ま
で
の

す
べ
て
が
、
仏
た
だ
一
人
の
教
化
・
救
済
活
動
の
う
ち
に
帰
さ
れ
る
と
釈
し
て
い
る
（「
咸
歸
長
者
。
一
色
一
香
一
切
皆
然
」
大
正
三
四
、

二
七
一
下
二
七
）。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
一
色
一
香
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
湛
然
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
お
い
て
、
色
香
は
一
般
に
「
無
情
」（
意
識
を

持
た
ぬ
も
の
）
と
い
わ
れ
る
と
言
い
（「
此
色
香
等
世
人
咸
謂
以
爲
無
情
」
大
正
四
六
、
一
五
一
下
二
六
─
二
七
）、
そ
う
し
た
無
情
に
も

仏
性
を
認
め
る
説
は
驚
か
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（「
無
情
佛
性
惑
耳
驚
心
」
大
正
四
六
、
一
五
一
下
二
七
─
二
八
）。
な
お
、
こ
の
「
無
情

佛
性
惑
耳
驚
心
」
と
い
う
『
弘
決
』
の
文
に
つ
い
て
日
蓮
聖
人
は
「
草
木
成
仏
を
不
知
事
妙
楽
の
わ
ら
ひ
給
へ
る
事
也
」（『
木
絵
二
像
開

眼
之
事
』
定
遺
七
九
三
頁
）
と
評
し
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
色
香
＝
無
情
に
草
木
を
代
表
さ
せ
て
い
る20
。
し
た
が
っ
て
「
一
色
一
香
皆
然
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な
り
」
と
は
「
無
情
に
至
る
ま
で
皆
然
な
り
」
す
な
わ
ち
「
無
情
で
あ
る
草
木
に
至
る
ま
で
皆
然
な
り
」
と
の
意
と
な
り
、
し
た
が
っ
て

本
書
が
い
う
よ
う
に
「
法
界
の
千
草
万
木
、
飛
華
落
葉
の
体
た
ら
く
、
是
皆
無
常
遷
滅
の
質
を
見
て
仏
道
に
帰
す
」、
す
な
わ
ち
草
木
の

花
が
散
り
葉
が
落
ち
る
さ
ま
を
見
て
諸
行
無
常
を
勝
手
に
悟
る
行
者
も
ま
た
、
釈
尊
一
人
の
教
化
の
利
益
を
こ
う
む
っ
た
者
の
数
に
入
れ

ら
れ
る
、
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
法
界
の
千
草
万
木
、
飛
華
落
葉
の
体
た
ら
く
、
是
皆
無
常
遷
滅
の
質
を
見
て
仏
道
に
帰
す
」
と
い
う
行
者
こ
そ
、

「
縁
覚
の
無
仏
世
に
し
て
飛
花
落
葉
を
観
じ
て
独
覚
の
菩
提
を
証
し
」（『
小
乗
大
乗
分
別
鈔
』
定
遺
七
七
六
頁21
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

つ
ま
り
は
縁
覚
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
仏
に
よ
ら
な
い
縁
覚
の
悟
り
も
究
極
的
に
は
仏
の
教
化
に
よ
る
も
の
と
い
え

る
こ
と
、
仏
に
師
事
し
な
い
と
さ
れ
る
縁
覚
に
す
ら
仏
の
利
益
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
節
冒
頭
に
お
い
て

『
法
華
経
』
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
、
縁
覚
の
扱
い
の
少
な
さ
を
補
完
す
る
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
縁
覚
は
仏
に
師
事
し
な
い
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
は
縁
覚
の
た
め
に
法
を
説
く
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
前
掲
。

「
辟
支
仏
を
求
む
る
者
の
為
に
は
応
ぜ
る
十
二
因
縁
の
法
を
説
き
」）
の
矛
盾
を
解
消
す
る
説
と
も
読
め
る
…
…
ま
さ
に
仏
は
「
辟
支
仏
を

求
む
る
者
の
為
に
は
応
ぜ
る
十
二
因
縁
の
法
」、
す
な
わ
ち
「
樹
」
の
法
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
だ
ろ
う
か
、
縁
覚
は

「
樹
」
す
な
わ
ち
草
木
の
飛
花
落
葉
を
見
て
悟
る
の
で
あ
る22
。

　

か
く
し
て
縁
覚
は
木
を
見
て
道
を
成
じ
て
い
く
わ
け
だ
が
、『
御
講
聞
書
』
の
極
一
部
を
参
照
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
本
稿
が
「
木
を
見

て
森
を
見
ず
」
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。（
未
完
）

（
テ
キ
ス
ト
）

大
正
新
脩
大
蔵
経
→
大
正

『
真
訓
両
読　

妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
二
四
→
開
結
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『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
五
二
─
一
九
五
九
→
定
遺

（
主
要
参
考
文
献
）

浅
井　

円
道
［
一
九
七
五
］「『
御
講
聞
書
』
考
」『
棲
神
』
四
八
、
一
九
─
二
九
頁

浅
井　

要
麟
［
一
九
六
五
］『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店

池
田　

令
道
［
二
〇
二
一
］「『
金
綱
集
』
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
十
二
、
四
五
─
一
一
〇
頁

石
井　

公
成
［
二
〇
二
四
］�「
清
水
梁
山
の
天
皇
本
尊
論
の
形
成�

:�

平
田
篤
胤
と
そ
の
門
流
の
神
学
の
影
響
を
中
心
と
し
て
」『
近
代
仏
教
』
三
一
、

六
二
─
八
五
頁

植
木　

雅
俊
［
二
〇
二
四
］『
日
蓮
の
思
想
：
『
御
義
口
伝
』
を
読
む
』
筑
摩
選
書

岡
田　

文
弘
［
二
〇
二
四
］『
法
華
経
異
聞
：
御
講
聞
書
に
聞
く
』
教
意
山
妙
興
寺
（
私
家
版
、
未
公
刊
）

執
行　

海
秀
［
二
〇
〇
六
］『
御
義
口
伝
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林

中
條　

暁
秀
［
一
九
九
六
］『
日
蓮
宗
上
代
教
学
の
研
究�

:�

金
綱
集
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店

藤
田　

宏
達
［
一
九
五
七
］「
三
乗
の
成
立
に
つ
い
て
：
辟
支
佛
起
源
考
」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
一
〇
、
九
一
─
一
〇
〇
頁

室
住　

一
妙
［
一
九
七
五
］「「
御
講
聞
書
」
に
そ
う
て
」『
棲
神
』
四
八
、
一
─
一
八
頁

茂
田
井
教
亨
［
一
九
七
五
］「
宗
学
と
は
何
か
」『
棲
神
』
四
八
、
四
二
─
五
一
頁

平
岡　
　

聡
［
二
〇
一
二
］『
法
華
経
成
立
の
新
解
釈
：
仏
伝
と
し
て
法
華
経
を
読
み
解
く
』
大
蔵
出
版

山
上　

弘
道
［
二
〇
二
二
］「
日
蓮
仮
託
偽
撰
遺
文
の
類
型
的
分
類
試
論
」『
興
風
』
三
四
、
一
三
五
─
二
五
八
頁

※
引
用
文
の
傍
線
は
岡
田
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

近
年
の
研
究
と
し
て
は
山
上
［
二
〇
二
二
］
が
、『
法
華
啓
運
抄
』
の
著
者
で
あ
る
日
澄
（
一
四
四
一
─
一
五
一
〇
）
の
周
辺
で
成
立
し
た
可
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能
性
が
高
い
と
の
説
を
提
唱
し
て
い
る
。

２　

た
だ
し
「
御
講
の
う
ち
向
師
に
と
っ
て
目
新
し
い
一
少
部
分
の
み
を
筆
録
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
経
文
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
に
至
っ
た
と
見

れ
ば
、
こ
う
い
う
経
文
の
選
定
の
仕
方
も
、
本
書
に
偽
書
の
汚
名
を
着
せ
る
ほ
ど
の
重
大
事
と
は
な
ら
な
い
と
も
再
考
で
き
る
」（
二
一
頁
）
と
も
。

３　
『
金
綱
集
』
は
「
日
向
が
、
身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
晩
年
の
講
義
を
聴
聞
し
て
記
録
し
、
自
ら
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を
追
加
し
て
ま
と
め
た
も
の
」

（
中
條
［
一
九
九
六
］
一
六
七
頁
）
と
伝
え
ら
れ
る
。
植
木
氏
は
前
掲
書
二
〇
─
二
三
頁
で
「
な
お
、『
御
義
口
伝
』
に
関
し
て
は
、
偽
書
だ
と
主

張
す
る
人
も
お
ら
れ
る
と
聞
く
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
日
蓮
の
直
弟
子
た
ち
の
〝
失
策
〟
が
指
弾
さ
れ
よ
う
…
…
も
し
も
、
日
蓮
の
講

義
を
誰
も
筆
録
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど
の
〝
失
策
〟
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、『
御
義
口
伝
』
と
『
御
講
聞
書
』
の
二
つ
が
現
存
し

て
い
る
。
…
…
日
蓮
の
弟
子
に
は
、
講
義
の
筆
録
を
忘
れ
る
よ
う
な
〝
不
肖
の
弟
子
〟
は
い
な
か
っ
た
と
信
じ
た
い
」
と
し
て
『
御
義
口
伝
』（
お

よ
び
『
御
講
聞
書
』
も
？
）
の
真
撰
を
主
張
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
書
の
他
に
も
『
金
綱
集
』
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
た
だ
し
同
書
に
つ

い
て
も
、
日
向
に
師
事
し
た
身
延
三
世
・
日
進
を
中
心
と
す
る
編
集
と
の
説
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
池
田
［
二
〇
二
一
］
な
ど
）。

４　
「
本
門
戒
研
究
序
説
：
伝
・
日
蓮
『
本
門
戒
体
抄
』
を
題
材
と
し
て
」『
身
延
論
叢
』
二
八
、
五
五
─
七
九
頁
。

５　
「
こ
れ
は
煩
悩
即
菩
提
の
円
理
の
聞
恵
解
了
の
勧
め
で
あ
っ
て
、
天
台
の
思
修
の
止
観
の
勧
め
と
は
異
な
り
、
中
古
天
台
ば
り
の
煩
悩
即
菩
提

で
あ
る
」
浅
井
［
一
九
七
五
］
二
七
頁
。

６　

な
お
智
顗
『
法
華
文
句
』
に
も
「
如
是
」
各
字
ず
つ
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
（
大
正
三
四
、
三
中
六
─
二
七
）。
た
だ
し
生
仏
不
二
・
煩
悩
即
菩

提
と
い
っ
た
解
釈
は
な
い
。

７　
「
主
と
し
て
『
法
華
文
句
』
に
よ
っ
て
経
文
を
解
釈
す
る
」（
浅
井
［
一
九
七
五
］
二
三
頁
）

８　

死
体
を
食
す
る
こ
と
＝negative

な
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
日
蓮
遺
文
で
は
「
彼
龍
象
房
は
洛
中
に
し
て
人
の
骨
肉
を
朝
夕

の
食
物
と
す
る
由
令
露
顕
問
、
山
門
の
衆
徒
蜂
起
し
て
、
世
末
代
に
及
て
悪
鬼
国
中
に
出
現
せ
り
…
…
自
然
に
逃
失
し
行
方
を
不
知
処
に
、
た
ま

た
ま
鎌
倉
中
に
又
人
肉
を
食
之
間
、
情
あ
る
人
恐
怖
せ
し
め
て
候
」（『
頼
基
陳
状
』
定
遺
一
三
五
五
頁
）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。

９　
「
法
華
経
と
申
は
手
に
取
ば
其
手
や
が
て
仏
に
成
、
口
に
唱
ふ
れ
ば
其
口
即
仏
也
」（『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』
定
遺
一
八
九
〇
頁
）

10　
「
良
医
者
、
医
有
十
種
…
…
十
、
一
時
治
一
切
病
即
能
平
復
。
又
使
過
本
即
是
如
來
。
…
…
無
量
義
云
、
医
王
・
大
医
王
。
以
大
医
故
稱
爲
良
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医
」（『
法
華
文
句
』
大
正
三
四
、
一
三
四
上
一
九
─
中
一
八
）「
唯
第
十
医
獨
名
大
王
」（『
法
華
文
句
記
』
大
正
三
四
、
三
三
九
下
七
）
こ
の
よ

う
に
良
医
（
＝
大
医
王
・
第
十
の
医
）
＝
如
来
と
な
る
。

11　
「
所
謂
引
證
の
文
に
分
別
功
徳
品
の
則
是
佛
受
用
の
文
を
引
け
り
…
…
又
法
師
品
の
文
を
引
け
り
」（
定
遺
二
五
五
九
頁
）

12　

関
連
：
分
別
功
徳
品
で
は
、『
法
華
経
』
の
法
師
を
「
ま
る
で
仏
の
よ
う
だ
」
と
想
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
る
（「
若
見
此
法

師
…
…
生
心
如
佛
想
」
開
結
四
五
一
頁
）。

13　

定
遺
二
五
五
八
─
二
五
五
九
頁
。

14　

そ
の
前
に
「
所
詮
法
華
経
の
行
者
は
男
女
共
に
長
者
な
り
。
文
句
の
五
に
委
く
釈
せ
り
。
末
法
当
今
の
長
者
と
申
は
日
蓮
等
之
類
 
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
唱
へ
奉
者
な
り
」（
定
遺
二
五
五
八
頁
）
と
あ
る
も
同
意
。

15　
『
仏
典
解
題
事
典
』
旧
版
（
春
秋
社
、
一
九
七
八
年
）
で
は
『
御
講
聞
書
』
を
「
粗
雑
」
と
断
じ
て
い
る
（
二
八
四
頁
左
）。

16　

こ
の
文
を
日
蓮
は
縁
覚
成
仏
（
縁
覚
に
仏
界
が
具
わ
る
）
の
文
証
と
す
る
。「
経
に
云
く
、
其
の
縁
覚
を
求
む
る
者　

比
丘
比
丘
尼　

乃
至　

合
掌
し
敬
心
を
以
て　

具
足
の
道
を
聞
き
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
す
等
云
云
。
此
れ
即
ち
縁
覚
界
所
具
の
十
界
也
」（『
観
心
本
尊
抄
』
定
遺
七
〇
四

─
七
〇
五
頁
、
原
漢
文
）

17　
「
觀
十
二
因
縁
、
第
三
夜
分
、
破
於
無
明
、
明
相
出
時
、
得
智
慧
光
、
斷
於
習
障
、
成
一
切
種
智
」（
大
正
三
、
六
四
二
中
八
─
一
〇
）
等
。
ま

た
南
伝
で
は
『
律
蔵
』
大
品
等
に
出
る
。

18　

た
だ
し
類
似
の
文
と
し
て
『
十
二
因
縁
御
書
』
に
「
此
十
二
因
縁
よ
り
外
に
仏
法
無
し
、
即
法
華
経
也
と
我
身
を
知
る
故
也
」（
定
遺
二
〇
一

七
頁
）
と
あ
る
。
と
は
い
え
同
書
は
康
元
元
年
成
立
（
定
遺
二
〇
一
七
頁
）
と
い
う
佐
前
の
、
し
か
も
ご
く
初
期
の
遺
文
と
さ
れ
、
く
わ
え
て
そ

も
そ
も
真
偽
未
決
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
差
し
置
く
。

　
　

ま
た
『
御
義
口
伝
』
で
は
宝
塔
品
の
「
有
説
法
華
経
処
」（
開
結
三
二
五
頁
）
の
文
に
つ
い
て
「
法
華
経
者
我
等
衆
生
流
転
十
二
因
縁
也
」（
定

遺
二
六
四
七
頁
）
と
の
注
釈
を
付
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
詳
説
は
な
い
。

19　

藤
田
［
一
九
五
七
］
は
縁
覚
（
辟
支
仏
）
の
起
源
に
つ
い
て
、
有
力
視
さ
れ
て
い
る
通
説
は
「
元
来
釈
尊
が
成
道
後
数
週
間
、
自
ら
悟
つ
た
法

が
難
解
で
あ
る
か
ら
、
他
に
説
き
教
へ
て
も
理
解
出
来
ぬ
と
考
へ
て
説
法
を
躊
躇
さ
れ
た
、
と
伝
へ
ら
れ
る
釈
尊
か
ら
起
つ
た
も
の
と
見
る
説
の
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や
う
で
あ
る
。
こ
の
説
は
恐
ら
く
辟
支
佛
が
釈
尊
と
同
じ
様
に
無
師
独
悟
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
利
他
説
法
は
し
な
い
、
と
い
ふ
性
格
を
有
す

る
こ
と
、
及
び
後
世
声
聞
が
四
諦
、
菩
薩
が
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
の
に
対
し
、
辟
支
佛
は
十
二
因
縁
の
理
を
悟
つ
た
と
い
ば
れ
る
、
そ
の
十
二
因

縁
が
恰
も
釈
尊
の
菩
提
樹
下
成
道
の
内
容
に
当
る
こ
と
か
ら
立
て
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」（
九
二
頁
下
─
九
三
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
（
た

だ
し
藤
田
先
生
自
身
は
こ
の
説
に
否
定
的
で
あ
る
）。

20　

な
お
『
御
義
口
伝
』
で
は
寿
量
品
の
「
色
香
美
味
」（
開
結
四
二
三
頁
）
に
つ
い
て
「
色
香
等
と
は
一
色
一
香
無
非
中
道
に
し
て
草
木
成
仏
な

り
」（
定
遺
二
六
六
六
頁
）
と
注
釈
し
て
い
る
。

21　

他
に
「
独
覚
飛
花
落
葉
、
教
外
得
道
」（『
観
心
本
尊
抄
』
定
遺
七
〇
六
頁
）
等
。

22　

も
っ
と
も
、
本
書
『
御
講
聞
書
』
に
お
い
て
「
観
樹
亦
経
行
」
の
釈
と
「
属
于
一
人
」
の
釈
と
は
完
全
に
別
個
の
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
結
び
つ
け
て
解
し
た
の
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。




